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⽬次
アップデート内容

全体進捗グラフがテスト仕様書プロパティでのフィルターに対応しました
テスト集計で、テスト仕様書の列だけでなくテスト仕様書プロパティでの集計も可能になり
ました
テスト集計と不具合集計で、選択した集計軸が未定義のレコードを除外して集計できるよう
になりました
各種設定画⾯で複数の選択肢をコピー＆ペーストで⼀括登録できるようになりました
CATプロジェクトとTDプロジェクトの連携が簡単になりました
CATログイン画⾯にメンテナンスのお知らせなどを表⽰するようにしました
再テストモードのときにテスト仕様書⼀覧の集計系項⽬の表⽰をケースベースにするかテス
ト実⾏ベースにするか選択できるようになりました

障害対応⼀覧
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アップデート内容
全体進捗グラフがテスト仕様書プロパティでのフィルターに対応しました

全体進捗画⾯の進捗グラフのフィルター機能に、テスト仕様書のプロパティによる対象の絞り込み機能を追加し
ました。
既存のテスト仕様書フィルターの前段のフィルターとして機能し、特定のテスト仕様書グループの集計値をグラ
フ表⽰できるようになりました。 （そのうえでテスト仕様書単位のフィルターを適⽤することも可能です）
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テスト集計で、テスト仕様書の列だけでなくテスト仕様書プロパティでの集計も可
能になりました

テスト仕様書のプロパティをテスト集計の集計軸として選択できるようになりました。
テスト仕様書の列名を集計軸に選択した場合と同様に、テスト仕様書プロパティごとのケース数‧消化数‧課題
発⽣数‧課題発⽣率が可視化できます。
複数のテスト仕様書をグルーピングして集計したいときに便利です。
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テスト集計と不具合集計で、選択した集計軸が未定義のレコードを除外して集計で
きるようになりました

これまでは、選択した集計軸の値が設定されていないレコードを「未定義」レコードに集約して集計グラフ（お
よび集計テーブル）に表⽰していました。
しかし、ケースのほとんどが未定義になるような集計軸を選択した場合に、⼤量の未定義レコード件数に引きず
られて、 集計グラフの縦軸の⽬盛りが未定義以外の項⽬を可視化するには⼤きすぎる状態に⾃動調整されてし
まう、という問題がありました。
そこで今回、テスト集計と不具合集計に「未定義を表⽰する」チェックボックスを追加しました。

この機能を使って集計結果から未定義レコードを除外することで、グラフの縦軸の⽬盛りを適切なサイズに調整
できるようになりました。
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各種設定画⾯で複数の選択肢をコピー＆ペーストで⼀括登録できるようになりまし
た

課題のカスタムフィールド登録画⾯やサービス設定の機能登録画⾯、プロジェクト設定の⼯程登録画⾯など、選
択肢の⼊⼒が必要な画⾯で、改⾏区切りの⽂字列を⼊⼒欄にコピー＆ペーストすると選択肢が⼀括で⼊⼒できる
ようになりました。
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この⼀括⼊⼒⽅法が可能になった画⾯と未対応の画⾯の⼀覧については下表を参照ください。
画⾯ ⼀括⼊⼒
サービス設定 > サービスの基本設定 > 機能 ○：可能
サービス設定 > テストの基本設定 > テスト区分設定 ○：可能
サービス設定 > テストの基本設定 > カスタムフィールド設定 ○：可能
サービス設定 > テストの基本設定 > ケース編集フィールド設定 ○：可能
サービス設定 > バージョンの設定 ○：可能
サービス設定 > テスト環境の管理 > テスト環境の設定 ×：不可
サービス設定 > テスト環境の管理 > OS情報 ×：不可
サービス設定 > テスト環境の管理 > ブラウザ情報 ×：不可
課題管理 > カスタムフィールドの管理 > 新規 > 単⼀選択リスト ○：可能
課題管理 > カスタムフィールドの管理 > 新規 > 複数選択リスト ○：可能
課題管理 > カスタムフィールドの管理 > 新規 > セレクトボックス ○：可能
課題管理 > カスタムフィールドの管理 > 新規 > ラジオボックス ○：可能
システム管理 > アクセス制限管理 > 許可IPリスト ○：可能
システム管理 > ロール管理 ×：不可
システム管理 > グループ管理 ×：不可
システム管理 > その他 > 勤務地 ×：不可

また、この対応にあわせて、課題の選択リスト形式のカスタムフィールドの選択肢上限数を100から300に増や
し、より多くの選択肢を登録できるようにしました。
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CATプロジェクトとTDプロジェクトの連携が簡単になりました
既存のCATユーザーがより簡単にTDを利⽤してテスト設計できるように、CATのテスト仕様書⼀覧画⾯にTDの
テスト設計書⼀覧画⾯へのリンクボタンを追加しました。

遷移元のCATプロジェクトと連携したTDプロジェクトが存在しない状態からでも、TDプロジェクト登録‧連携
画⾯が開き、ワンストップでTDの設定ができます。 ※TDプロジェクト登録‧連携設定にはプロジェクト管理者
権限またはシステム管理者権限が必要です

またTD側のテスト設計書⼀覧画⾯にも連携先のCATテスト仕様書⼀覧画⾯へのリンクボタンが⽤意され、TDか
らCATへの移動も容易になりました。
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CATログイン画⾯にメンテナンスのお知らせなどを表⽰するようにしました
これまでメールで配信していたメンテナンス情報などのお知らせをログイン画⾯上にも表⽰し、重要なお知らせ
をユーザーが確認しやすくなりました。
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再テストモードのときにテスト仕様書⼀覧の集計系項⽬の表⽰をケースベースにす
るかテスト実⾏ベースにするか選択できるようになりました

これまでは、再テストモードのとき、テスト仕様書⼀覧の集計系項⽬（ケース数‧進捗‧未実⾏‧再テスト‧
OK‧修正済‧NG‧保留‧対象外）の値が常にテスト実⾏ベースで集計されており、ケースベースでの数字を可
視化することができませんでした。
本対応により、テスト仕様書⼀覧の集計メニューで集計⽅法として「ケースベース」または「テスト実⾏ベー
ス」を明⽰的に選択することで、表⽰を切り替えられるようになりました。
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障害対応⼀覧
障害ID 修正内容
492 ユーザー情報取得API実⾏時、実際と異なる権限が表⽰される
531 課題のCSVインポートをする際、1列⽬の値が数値か空でなければエラーになる
537 課題管理の種別からサブタスクを削除すると、サービス新規登録時にエラーとなる
577 テスト仕様書のプロパティ設定画⾯の改善
586 「テスト実⾏結果ファイルをダウンロード」のラベルを「実⾏結果に添付したファ

イル をダウンロード」に変更する
587 課題⼀覧に表⽰されたテスト仕様書カスタムフィールドがフィルター保存できない
592 課題の種別変更時、内部的な⽂字列が変更画⾯に表⽰される
636 外部BTS設定が複数登録され、プロジェクトが開けなくなることがある
656 課題⼀覧で複数のテスト仕様書カスタムフィールドでフィルターすると表⽰対象が0

件になってしまう
684 ケース編集画⾯で⽂字を⼊⼒して編集モードに⼊ったとき、カーソル位置が先頭に

移動してしまう
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